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論 文 の 内 容 の 要 旨

本研究は,日本の暖地におけるキンギョソウの切り花栽培の改善と新作型開発を目的と

して,7月下旬に播種し9月上旬に摘心する慣行作型における育苗方法,栽植密度,摘心･

採花方法,冬期夜温管理,長日処理について検討するとともに,出荷期間の拡大を目指し

無摘心栽培による新作型の検討を行ったものである｡

1.摘心栽培における育苗容器･育苗期間と生育開花

`メリーランドピンク,と`ライトピンクバタフライⅡ'を供試し,育苗容器と育苗期

間とを組み合わせて調査した結果,無仮植育苗では,いずれの育苗容器においても播種後

30日以内に定植することが望ましいと考えられた｡

2.摘心栽培における栽植密度の違いと生育開花

摘心栽培における栽植密度が開花,切り花収量および切り花品質に及ぼす影響を調査し

た｡1株当たりの採花本数は栽植密度が増加すると減少したが,単位面積当たりでは4株

植えは6株植えや8株植えよりも採花本数が有意に少なかった｡到花日数や切り花品質に

は栽植密度の影響は見られなかった｡

3.摘心方法と開花特性

摘心が遅くなるほど第2節分枝の開花は遅れたが,第1節分枝,子葉節分枝の開花は2

～3月であった｡採花後分枝の開花は,8月20日摘心では1月となったが,それ以降の摘

心では3月であった｡1株当たりの採花本数には摘心日による差は見られなかった｡摘心

節位が高くなるほど開花開始から12月までの採花本数が増加したが,1～3月の採花本数

には差はなかった｡また,摘心回数が多いほど収穫時期は遅くなった｡1回半摘心と2回
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摘心では,1回摘心の第1節摘心や第2節摘心より単位面積当たりの採花本数が減少した｡

4.摘心栽培における採花方法と開花特性

無仮植育苗と慣行育苗のいずれの育苗方法においても,第2節分枝の採花節位により,

第2節分枝の切り花長,第1節以下分枝の到花日数と採花本数,採花後分枝の到花日数と

採花本数などが影響を受け,採花位置としては,`メリーランドピンク'では3節,`ライ

トピンクバタフライⅡ'では2節が適することが示唆された｡

5.冬期夜温がキンギョソウの開花に及ぼす影響

摘心栽培および無摘心栽培における冬期の好適夜温は品種によって異なり,`初春'では

6～11℃,`ライトピンクバタフライⅡ'では11℃,`ヴェルン'では16℃と考えられた｡

6.冬期の夜温と長日処理がキンギョソウの開花に及ぼす影響

冬期に夜温(6℃,11℃)と日長とを組み合わせ,摘心栽培および無摘心栽培を行った｡

摘心栽培では夜温が高いと開花が早くなったが,長日による開花促進は認められなかった｡

採花本数は`ライトピンクバタフライⅡ,では夜温11℃と長日処理との組み合わせで最多

となった｡無摘心栽培では夜温が高いと定植から発らい,発らいから開花までの両期間を

短縮したが,長日処理は発らいまでの期間のみを短縮した｡

7.無摘心栽培における加温開始時期と夜温設定

10月に播種し,定植後から加温開始時期と夜温とを組み合わせて栽培した｡いずれの品

種も夜温が高いほど開花が早くなった｡`メリーランドピンク'では同一夜温において加温

開始を早めることで開花が早くなった｡切り花品質からみて,`メリーランドピンク'では

11月中旬からの夜温11℃が適していた｡`ライトピンクバタフライⅡ'では11月中旬か

ら夜温を16℃とすることで開花が早くなった｡

8.摘心栽培における育苗方法と冬期夜温設定

育苗方法と夜温とを組み合わせて摘心栽培を行った｡育苗方法では,いずれの品種も無

仮植で育苗して定植後に摘心することで,第2節分枝の開花が早くなるとともに採花本数

が増加した｡夜温は,`メリーランドピンク'では11月中旬からの夜温11℃が適していた｡

`ライトピンクバタフライⅡ,では11月中旬から夜温11℃以上,12月中旬から夜温16℃

とすることで採花本数は増加したが,切り花長は減少した｡

9.無摘心栽培によるキンギョソウの新作型開発の可能性

暖地における無摘心栽培による新作型について,1年間にわたり定期的に播種し,開花

時期を比較し,検討した｡到花日数は10月播種が最も長く,6月播種で最短となった｡

草丈は6月播種が最も低く,9月播種で最も高くなった｡わが国育成の品種の多くはⅠ型

またはⅡ型に属した｡夏から歌に開花させる作型では,Ⅲ型品種は6月中旬～7月下旬,
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Ⅳ型品種は6月中旬～7月中旬播種が適し,秋から冬に開花させる作型では,Ⅰ型,Ⅱ型

品種の8月中旬～10月中旬播種が適すると考えられた｡春から夏に開花させる作型ではⅠ

型,Ⅱ型品種は2月播種,`Ⅲ型,Ⅳ型品種は2月下旬～3月播種が適した0これら3つの

作型により,周年生産の可能性が見出された｡

審 査 結 果 の 要 旨

本研究は,日本の暖地におけるキンギョソウの切り花栽培の改善と新作型開発を目

的とレて,わが国第2位のキンギョソウ生産を誇る静岡県において,7月下旬に播種

し9月上旬に摘心する慣行作型における育苗方法,栽植密度,摘心･採花方法,冬

期夜温管理,長日処理について検討するとともに,出荷期間の拡大を目指した無摘心

栽培による漸作型の検討を行ったものである｡

その結束,①育苗方法としては,いずれの育苗容器においても無仮植育苗では,播

種後30日以内に定植することが望ましいこと,②栽植密度が増加すると採花本数は

減少するが,面積当たりでは4株植えの方が6株植えや8株植えよりも採花本数が

有意に少ないこと,③摘心方法としては,摘心日が遅くなるほど第2節分枝の開花

は遅れ,摘心節位が高くなるほど開花開始から12月までの採花本数は増加し,摘心

回数は多くなるほど収穫時鱒が遅れるこキ,④採花方法としては,第2節分枝の採
花節位は,品種により2節または3節が適すること,⑤冬期の好適夜温は品種によっ

て異なるが,従来の慣行よりかなり高いこと,⑥冬期の長日処理には開尭促進効東が
認められないことなど,キンギョソウの切り花栽培の改善に資する多くの知見を得

た｡これらの成果の一部は夜温管理技術などとして,すでに実際栽培に取り入れられ,

キンギョソウの高品質な切り花生産に寄与している｡

さらに,暖地における無摘心栽培による新作型について,1年間にわたり定期的に

播種し,開花時期を比較･検討した結果,3つの作型の組み合わせにより周年生産が

可能であることを示すとともに,無摘心栽培における加温開始時期や夜温設定につい

ても検討した｡これらの知見は,慣行の摘心栽培とは異なる無摘心栽培によるキンギ

ョソウの新作型開発の可能性を示すものとして評価される｡

以上について,審査委員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位

論文として十分価値あるものと認めた｡
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